
　東京家政大学は、令和8（2026）年4月に心理カウンセリング学科に「マネジメントコース」を新設します。合わせて、既存の
教育課程を、「心理支援コース」と「学校保健コース」に再編し、3コース制で心理学とカウンセリング・スキルの力で社会課題
を解決できる人材を育成します。また、これにともない、入学定員を95名から120名に増加する計画です。

1・2年次は心理学分野の知識を広く学び基盤となる知識を身につけます。
3年次以降は目指す職種に関連する3つのコースの科目を履修していき、
専門知識を深めていきます。

新たに設置する「マネジメントコース」では消費行動やマーケティングなど
社会に関連した心理学、個人や組織のウェルビーイング（個人や社会の良
い状態）に関連した心理学など、専門科目を多数配置します。これにより
SDGs への意識の高まりから注目されている『一人ひとりを幸せにする組
織マネジメント（ウェルビーイング経営）』に貢献できる人材を育成します。

本学の強みである「人を支える専門職」の育成課程を強化し、公認心理師・
臨床心理士と養護教諭を目指すためのカリキュラムをそれぞれ「心理支援
コース」「学校保健コース」として強化しました。公認心理師・臨床心理士
資格取得のため、大学院までの6年間一貫教育も整備されています。

自コースの学習を進めながら、他コースの科目も履修できるため、学校保健コースで養護教諭免許の取得を目指しながら、心理支援コー
スの科目を履修して認定心理士資格を取得することが可能です。また、心理支援コースで公認心理師に関する学びを深めながら社会調査
士資格を取得する、マネジメントコースで学びながら公認心理師関連科目を履修するといったこともできます。

共感型（サーバント）リーダーシップを基盤に、心理学とカウンセリングの専門性を活かし、一人ひとりが生き生きと働ける組織づくりが
できる人材を育成します。カウンセリングにおいて不可欠な『傾聴力』を磨きながら、ビジネスに重要な組織マネジメント力、経営マネジ
メント力、データ分析力を身につけ、企業や公務員として活躍することを目指します。

心理学とカウンセリングの専門的知識・スキルを実践的に活かし、教育分野をはじめ多様な分野で活躍できる人材を育成します。子どもか
ら高齢者まで幅広い人々の『心とからだの健康』に関する諸問題の解決に取り組み、ビジネスシーンで求められる『人に寄り添う共感型リー
ダーシップ』『データ分析力』を発揮できる力を養います。学科での学びを通じて、『人を理解する姿勢』『高いコミュニケーション力』『スト
レスマネジメント力』を修得し、今日的な課題に周囲と協働しながら主体的に取り組める姿勢を身につけます。

一般企業、養護教諭、スクールカウンセラー
（大学院進学後）、児童指導員、公務員（心理職）、
公務員（事務職）、大学院進学　等

卒業後の進路

養成する人材像

取得を目指せる資格 大学院に進学して
取得を目指せる資格

養護教諭1種、認定心理士（申請資格）、
社会調査士（申請資格）、図書館司書

公認心理師、臨床心理士

心理カウンセリング学科に「マネジメントコース」新設
入学定員120名に増加（構想中）

2026年
4月

3つのポイント
目指す職種に関連した3コースを新設
「マネジメントコース」「心理支援コース」「学校保健コース」

心理学をベースに企業や公務員で活躍できる
「マネジメントコース」を新設

「心理支援コース」「学校保健コース」として
公認心理師・臨床心理士、養護教諭育成を強化

＼どんな学び方ができるの？／

＼どんな力が身につくの？／
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※記載の内容は構想中のものであり変更される可能性があります。

令和6年度　表彰授業と担当教員

表彰式

令和6年度　GOOD授業賞
　今年で3年目となるGOOD授業賞。令和6年度の表彰授業が決定し、令和6年10月25日（金）に表彰式が執り
行われました。本ページでは今年度の表彰授業と表彰式の様子をお伝えします。

　以下を主な目的として令和4年に創設されました。
1. 授業の学生満足度が高く、教育的に質の高い授業を選出し、担当教員の栄誉を称える。
2. 表彰制度により教育内容や教育方法の改善に向けた教員のモチベーションを高める。
3. 受賞者の授業運営に関する経験値や知見等を共有し、全学的に組織的な教育レベルの

底上げを図る。
GOOD授業賞という名称は、本学が授業の充実をなにより大事にしていること、学生の
授業評価アンケートに基づいた表彰という趣旨から命名されました。

　令和6年8月6日の選考委員会にて前年度の授業評価アンケート結果を基に教員から提出された授業の工夫点や学生の自由記述コメ
ントなど総合的に審査し、決定しました。

　令和6年10月25日（金）に執り行われたGOOD授業賞の表彰式。井上俊哉学長より賞状とクリスタルトロフィーを授与された担当
教員たちの顔は自然とほころび、温かな祝福の拍手が溢れる和やかな式となりました。

※前年度の実施授業を対象とするため、学部等編成は令和5年度に準じています。

（左）井上俊哉学長　（右）川合沙弥香先生

（左）井上俊哉学長　（右）小林理恵先生

GOOD授業賞とは

表彰区分 学部 /学科 /科など 授業名 担当教員

専
門
教
育
科
目

児童学部 児童学科 保育内容の理解と方法C（造形） 川合沙弥香 特任講師

栄養学部 栄養学科 基礎調理学実習Ⅰ 赤石記子 准教授

家政学部 造形表現学科 織物造形A 大木敦子 講師

人文学部 英語コミュニケーション学科 Global Communication Ⅱ ダニエル・レナード・フーパー 准教授

健康科学部 リハビリテーション学科 作業科学実習
岡部拓大 准教授 ／ 磯直樹 准教授 ／

清水順市 教授 ／ 趙吉春 講師 ／
東恩納拓也 助教

子ども支援学部 子ども支援学科 特別支援保育演習 新井豊吉 特任教授

短期大学部 保育科 保育内容の理解と方法D（言葉） 是澤優子 教授

専
門
教
育

科
目
以
外

教職課程 特別支援教育概論 若井広太郎 講師

共通教育 からだとスポーツ 鈴木隆 教授

特
別
賞

栄養学部 栄養学科 調理学Ⅰ 小林理恵 教授

健康科学部 看護学科 生命倫理 高見澤勝 教授 ／ 和田明人 教授

GOOD授業賞 心理カウンセリング学科
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